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(百万円未満切捨て)

１．2025年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2024年４月１日～2024年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期中間期 21,976 12.5 1,104 △2.4 1,167 △3.2 689 △7.1

2024年３月期中間期 19,530 19.8 1,131 26.5 1,206 25.1 742 21.2

(注) 包括利益 2025年３月期中間期 660百万円(△18.5％) 2024年３月期中間期 810百万円( 34.4％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期中間期 52.24 －

2024年３月期中間期 56.48 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期中間期 26,883 12,560 46.7

2024年３月期 25,535 12,311 48.2

(参考) 自己資本 2025年３月期中間期 12,560百万円 2024年３月期 12,311百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 0.00 － 36.00 36.00

2025年３月期 － 0.00

2025年３月期(予想) － 38.00 38.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 42,500 4.6 2,450 11.9 2,600 12.6 1,640 8.8 124.05

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 1社（社名） 株式会社ネオコンピタンス 、除外 －社（社名）

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年３月期中間期 13,264,000株 2024年３月期 13,264,000株

② 期末自己株式数 2025年３月期中間期 38,025株 2024年３月期 89,525株

③ 期中平均株式数（中間期） 2025年３月期中間期 13,198,396株 2024年３月期中間期 13,145,295株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で
あると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束するものではありません。業績予想
の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当中
間決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当中間決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当中間連結会計期間（2024年４月１日～2024年９月30日）におけるわが国の経済は、雇用情勢・所得環境の改善

やインバウンド需要の回復など、景気は緩やかに持ち直しの傾向がみられるものの、米国の金利動向に伴う為替リ

スクの影響や不動産市場の停滞の継続に伴う中国経済の先行き懸念など、景気の先行きは依然として見通し難い状

態が続いております。

物流業界においては、個人消費や企業活動に持ち直しの動きが見られるなど、物流需要は底堅く推移しているも

の、物価上昇、金利水準の上昇懸念や中東地域をめぐる情勢などの影響によるリスクがあり、今後の経営環境への

影響が不透明な状況にあります。

当中間連結会計期間の業績につきましては、売上高は219億76百万円（前年同期比12.5％増）、営業利益は11億４

百万円（同2.4％減）、経常利益は11億67百万円（同3.2％減）、親会社株主に帰属する中間純利益は６億89百万円

（同7.1％減）となりました。

要因としましては、大手ｅ－コマース向け業務の神戸西ロジスティクスセンターの開設、新貨幣対応の精密機器

の配送・設置業務や大手インフラ会社向け資材販売の取扱物量が増加したことなどにより増収となりましたが、

2024年６月の株式会社ネオコンピタンス買収による取得関連費用（80百万円）、大手ｅ－コマース向けの大型新倉

庫の立上げの為の一時費用、さらには2024年７月の大手ｅ－コマース向けドリンク事業の大規模拡張移転に伴うロ

ジスティクスセンターの再編の為の移設費用などにより、減益となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

①運送事業

当事業につきましては、売上高は115億89百万円（前年同期比4.5%増）となり、セグメント利益は13億51百万円

（同5.9%減）となりました。これは主に、新貨幣対応の精密機器配送・設置業務や大手ｅ－コマース向けの配送業

務により売上が増加したものの、ＩＴサポート事業における前年特需の反動や事業拡大に向けた人件費等の増加に

より、セグメント利益が減少したことによるものです。

②倉庫事業

当事業につきましては、売上高は66億19百万円（前年同期比31.5%増）となり、セグメント利益は４億98百万円

（同15.1%増）となりました。これは主に、大手ｅ－コマース向け業務の倉庫開設により売上が増加したことによる

ものです。

③商品販売事業

当事業につきましては、売上高24億40百万円（前年同期比14.8%増）となり、セグメント利益は１億51百万円（同

47.4％増）となりました。これは主に、大口得意先に対する資材販売業務が増加したことによるものです。

④ウエルフェア事業

当事業につきましては、売上高５億57百万円（前年同期比5.6%増）となり、セグメント利益は90百万円（同14.1

％増）となりました。これは主に、福祉用具の貸出しにより売上が増加したことによるものです。

⑤その他

当事業につきましては、売上高７億70百万円（前年同期比2.7%増）となり、セグメント利益は１億48百万円（同

1.1%増）となりました。これは主に、株式会社旅人における2024年４月からの価格改定により売上が増加したこと

によるものです。
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（２）財政状態に関する説明

当中間連結会計期間末の総資産につきましては、前連結会計年度末に比べ13億47百万円増加し、268億83百万円と

なりました。資産の主要科目の増減は、建物及び構築物が倉庫開設等により６億21百万円増加し、のれんが株式会

社ネオコンピタンス買収等により６億65百万円増加いたしました。

負債につきましては、前連結会計年度末に比べ10億99百万円増加し、143億22百万円となりました。負債の主要科

目の増減は、営業未払金が支払い等により11億23百万円減少し、借入金が19億17百万円増加いたしました。

純資産につきましては、利益剰余金の増加等により前連結会計年度末に比べ２億48百万円増加し、125億60百万円

となり、自己資本比率は46.7％（前連結会計年度末は48.2％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当中間連結会計期間における業績は、概ね当初計画の予想範囲内で推移しており、2024年５月10日発表の連結業

績予想に変更はありません。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,062,459 3,217,940

受取手形 410,609 410,887

営業未収入金及び契約資産 6,316,940 5,445,738

商品 388,027 366,704

その他 567,302 773,832

貸倒引当金 △7,754 △8,852

流動資産合計 11,737,584 10,206,250

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,144,322 2,765,746

機械装置及び運搬具（純額） 1,528,732 1,562,614

土地 3,944,721 3,944,721

その他（純額） 1,514,417 2,645,014

有形固定資産合計 9,132,194 10,918,097

無形固定資産

のれん 421,341 1,087,268

その他 182,128 168,387

無形固定資産合計 603,470 1,255,656

投資その他の資産

投資有価証券 1,211,873 1,178,327

差入保証金 2,307,494 2,590,109

その他 586,159 779,992

貸倒引当金 △43,463 △45,397

投資その他の資産合計 4,062,063 4,503,032

固定資産合計 13,797,728 16,676,786

資産合計 25,535,312 26,883,036
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

負債の部

流動負債

営業未払金 3,251,747 2,128,264

短期借入金 2,030,000 2,645,000

1年内返済予定の長期借入金 499,052 810,499

未払法人税等 533,103 493,185

賞与引当金 359,297 377,325

その他 1,843,850 1,864,014

流動負債合計 8,517,050 8,318,288

固定負債

長期借入金 2,663,817 3,654,390

退職給付に係る負債 152,731 154,261

資産除去債務 330,343 416,262

その他 1,559,481 1,779,617

固定負債合計 4,706,374 6,004,531

負債合計 13,223,425 14,322,820

純資産の部

株主資本

資本金 1,001,996 1,001,996

資本剰余金 140,422 177,259

利益剰余金 10,850,916 11,066,119

自己株式 △43,931 △18,659

株主資本合計 11,949,403 12,226,715

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 390,403 357,482

退職給付に係る調整累計額 △27,919 △23,982

その他の包括利益累計額合計 362,484 333,500

純資産合計 12,311,887 12,560,216

負債純資産合計 25,535,312 26,883,036
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

売上高 19,530,435 21,976,061

売上原価 15,663,601 17,891,857

売上総利益 3,866,834 4,084,203

販売費及び一般管理費 2,735,478 2,979,681

営業利益 1,131,356 1,104,522

営業外収益

受取利息 46 53

受取配当金 19,266 20,731

受取賃貸料 24,791 23,537

助成金収入 6,998 8,221

保険解約返戻金 15,571 975

その他 22,450 33,433

営業外収益合計 89,125 86,951

営業外費用

支払利息 5,994 12,259

賃貸費用 6,234 6,080

その他 1,849 5,316

営業外費用合計 14,079 23,657

経常利益 1,206,402 1,167,816

特別損失

固定資産除却損 15 18,378

特別損失合計 15 18,378

税金等調整前中間純利益 1,206,387 1,149,438

法人税等 463,987 459,954

中間純利益 742,399 689,484

非支配株主に帰属する中間純利益 － －

親会社株主に帰属する中間純利益 742,399 689,484
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中間連結包括利益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

中間純利益 742,399 689,484

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 64,405 △32,920

退職給付に係る調整額 3,542 3,937

その他の包括利益合計 67,948 △28,983

中間包括利益 810,348 660,500

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 810,348 660,500

非支配株主に係る中間包括利益 － －
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 1,206,387 1,149,438

減価償却費 370,374 453,722

のれん償却額 59,783 59,783

貸倒引当金の増減額（△は減少） △10,159 2

受取利息及び受取配当金 △19,312 △20,784

支払利息 5,994 12,259

助成金収入 △6,998 △8,221

保険解約返戻金 △15,571 △975

固定資産除却損 15 18,378

売上債権の増減額（△は増加） 819,171 1,053,382

棚卸資産の増減額（△は増加） 47,455 20,486

仕入債務の増減額（△は減少） △892,278 △1,134,428

未払消費税等の増減額（△は減少） △150,013 △112,685

賞与引当金の増減額（△は減少） 9,947 18,027

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △311 7,203

その他 402,728 38,216

小計 1,827,212 1,553,806

利息及び配当金の受取額 19,312 20,784

利息の支払額 △6,405 △13,599

法人税等の支払額 △522,088 △500,243

法人税等の還付額 23,212 2,790

助成金の受取額 6,998 8,221

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,348,242 1,071,759

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △7,580 △7,207

差入保証金の差入による支出 △209,708 △275,402

差入保証金の回収による収入 89,324 2,531

有形固定資産の取得による支出 △1,534,244 △2,315,508

有形固定資産の売却による収入 5,877 7,146

無形固定資産の取得による支出 △10,848 △20,136

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

－ △638,540

その他 29,526 △1,458

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,637,653 △3,248,575

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 800,000 600,000

長期借入れによる収入 － 1,600,000

長期借入金の返済による支出 △294,579 △346,967

リース債務の返済による支出 △150,630 △80,579

配当金の支払額 △393,091 △473,714

財務活動によるキャッシュ・フロー △38,301 1,298,739

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △327,712 △878,075

現金及び現金同等物の期首残高 3,487,744 4,062,459

現金及び現金同等物の中間期末残高 3,160,032 3,184,383
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

当中間連結会計期間(自 2024年４月１日 至 2024年９月30日)

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当中間連結会計期間(自 2024年４月１日 至 2024年９月30日)

当社は、2024年６月14日開催の取締役会決議に基づき、2024年７月８日を払込期日とする譲渡制限付株式報酬

としての自己株式51,500株の処分により資本剰余金が36,837千円増加、自己株式が25,271千円減少しておりま

す。その結果、当中間連結会計期間末において資本剰余金が177,259千円、自己株式が18,659千円となっておりま

す。

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

(税金費用の計算)

税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

前中間連結会計期間(自 2023年４月１日 至 2023年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
（注）

合計

運送事業 倉庫事業
商品販売
事業

ウエル
フェア事業

計

売上高

顧客との契約から生じ
る収益

11,093,344 4,755,754 2,125,586 457,101 18,431,785 684,373 19,116,159

その他の収益 － 277,845 － 70,539 348,384 65,891 414,276

外部顧客への売上高 11,093,344 5,033,599 2,125,586 527,640 18,780,170 750,265 19,530,435

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － － －

計 11,093,344 5,033,599 2,125,586 527,640 18,780,170 750,265 19,530,435

セグメント利益 1,436,122 432,947 102,570 79,694 2,051,334 146,879 2,198,213

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、労働者派遣事業等を含んでおります。

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に

関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 2,051,334

「その他」の区分の利益 146,879

全社費用(注) △1,066,857

中間連結損益計算書の営業利益 1,131,356

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。



株式会社ヒガシトゥエンティワン(9029) 2025年３月期 第２四半期(中間期)決算短信

10

当中間連結会計期間(自 2024年４月１日 至 2024年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
（注）

合計

運送事業 倉庫事業
商品販売
事業

ウエル
フェア事業

計

売上高

顧客との契約から生じ
る収益

11,589,009 6,323,334 2,440,170 476,369 20,828,884 701,216 21,530,100

その他の収益 － 295,865 － 80,813 376,678 69,281 445,960

外部顧客への売上高 11,589,009 6,619,199 2,440,170 557,182 21,205,563 770,498 21,976,061

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － － －

計 11,589,009 6,619,199 2,440,170 557,182 21,205,563 770,498 21,976,061

セグメント利益 1,351,836 498,315 151,165 90,913 2,092,231 148,443 2,240,674

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、労働者派遣事業等を含んでおります。

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に

関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 2,092,231

「その他」の区分の利益 148,443

全社費用(注) △1,136,152

中間連結損益計算書の営業利益 1,104,522

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

（企業結合等関係）

取得による企業結合

(1) 企業結合の概要

① 被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称 株式会社ネオコンピタンス

事業の内容 労働者派遣事業

② 企業結合を行った主な理由

人材派遣事業を展開している株式会社ネオコンピタンスは、埼玉県を中心に拠点ネットワークを構築し、近隣在

住の派遣スタッフにとっての利便性と、物流事業を営む派遣先顧客の人材確保ニーズの両方を満たすサービスを特

徴としております。人材確保に強みを持つ株式会社ネオコンピタンスの買収により、当社グループが首都圏エリア

で展開する３ＰＬ事業、オフィスサービス事業、ビルデリバリー事業等での安定的な人材の確保が可能となり、更

なる事業拡大に繋がると判断いたしました。

株式会社ネオコンピタンスにとりましても、当社グループ各社や当社取引先などへの人材派遣、派遣スタッフの

安定就労先拡大による事業拡大等が見込めると判断しております。
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③ 企業結合日

株式取得日：2024年６月25日

みなし取得日：2024年６月30日

④ 企業結合の法的形式

現金を対価とする株式取得

⑤ 結合後企業の名称

変更ありません。

⑥ 取得した議決権比率

100％

⑦ 取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として、株式を取得したためであります。

(2) 中間連結会計期間に係る中間連結財務諸表に含まれる被取得企業の業績期間

2024年６月30日をみなし取得日としており、かつ中間連結決算日との差異が３ヶ月を超えないことから当中間連

結会計期間は貸借対照表のみを連結しており、被取得企業の業績は含まれておりません。

(3) 被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 現金 815,000 千円

取得原価 815,000 千円

(4) 主要な取得関連費用の内容及び金額

報酬・手数料等 80,208千円

(5) 発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

① 発生したのれんの金額

725,710千円

② 発生原因

今後の事業展開によって期待される将来の超過収益力から発生したものであります。

③ 償却方法及び償却期間

10年にわたる均等償却

(6) 企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

流動資産 374,077千円

固定資産 188,880千円

資産合計 562,958千円

流動負債 442,685千円

固定負債 30,983千円

負債合計 473,668千円

(7) 企業結合が当中間連結会計期間の開始日に完了したと仮定した場合の当中間連結会計期間の連結損益計算書に及

ぼす影響の概算額及びその算定方法

概算額の算定が困難であるため、影響額の記載はしておりません。


